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江
戸
周
辺
及
び
そ
の
外
緑
地
帯
は
江
戸
防
衛
の
た
め
の
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
錯
綜
し
た
知
行
形
態
に
あ
り
、
徹
底
し
た
治
安
維
持
を
図
る
に
は
相
当
な
困
難
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
近
世
中
期
以
降
、
鷹
場
が
江
戸
周
辺
に
再
設
定
さ
れ
、
さ
ら
に
再
編
強
化
さ
れ
て
広
域
的
治
安
維
持
に
寄
与
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
鷹
場
は
（１）
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
近
世
前
期
の
鷹
場
制
度
の
成
立
か
ら
中
後
期
の
再
編
強
化
の
時
期
の
研
究
に
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
鷹
場
制
度
の
終
焉
過
程
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
期
に
つ
い
て
の
研
究
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
五
十
号
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
過
程
と
維
持
組
織る。近世
鷹
場
制
度
は
幕
末
に
至
り
、
江
戸
周
辺
地
域
に
お
け
る
政
治
的
・
軍
事
的
性
格
が
高
ま
る
に
し
た
が
い
、
横
浜
が
開
港
し
、
外
国
人
遊
歩
区
域
が
設
定
さ
れ
、
国
内
の
疲
弊
な
ど
に
よ
り
鷹
場
機
能
も
減
退
し
、
さ
ら
に
軍
制
改
革
も
急
が
れ
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
や
が
て
存
続
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
（２）
ある。しかし鷹場の廃止は突如として行われたわけではない。
ま
た
廃
止
に
よ
っ
て
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
達
も
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
近
世
鷹
場
制
度
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
廃
止
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
結
果
、
そ
の
維
持
組
織
は
ど
の
よ
う
な
推
移
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。 安
田
寛
子
￣
六
○
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（
１
）
鷹
場
差
し
止
め
令
以
前
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
月
十
五
日
、
「
武
川
橘
樹
郡
。
久
良
岐
郡
。
都
筑
郡
。
相
州
鎌
倉
郡
之
内
村
々
之
儀
。
以
来
御
拳
場
井
（３）
御
鷹
餌
飼
場
共
。
御
差
止
相
成
候
」
と
、
武
蔵
国
橘
樹
郡
、
久
良
岐
郡
、
都
筑
郡
、
相
模
国
鎌
倉
郡
の
御
拳
場
及
び
御
捉
飼
場
村
々
に
対
し
て
鷹
場
の
「
差
止
」
が
公
布
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
触
書
が
出
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
鷹
場
差
し
止
め
の
準
備
は
既
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
江
戸
幕
府
が
対
外
的
危
機
感
の
高
ま
り
に
対
し
て
西
洋
式
軍
制
の
採
用
に
踏
み
切
り
、
大
規
模
な
軍
制
改
革
を
行
お
う
と
企
図
し
た
時
か
ら
で
あ
る
。
軍
制
改
正
に
つ
い
て
記
し
た
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
の
（４）
「
御
軍
制
改
革
之
儀
取
調
申
上
候
書
付
」
に
よ
る
と
、
「
不
容
易
一
大
事
件
」
で
あ
る
と
し
て
、
今
回
の
軍
制
改
正
を
軍
律
・
戦
法
の
み
な
ら
ず
、
古
来
の
制
度
を
一
新
す
る
仕
法
の
大
変
革
が
必
要
で
あ
る
と
記
し
て
あ
る
。
ま
た
同
年
十
一
月
の
軍
制
改
革
の
上
意
で
も
、
そ
の
「
上
意
之
趣
は
鎖
國
之
御
制
度
御
一
愛
被
遊
候
上
は
御
軍
制
も
亦
（５）
御
一
鍵
不
被
遊
候
て
は
難
相
成
」
と
、
強
い
意
気
込
み
を
一
不
し
て
い
る
。
鷹
場
を
差
し
止
め
、
ま
た
そ
れ
を
維
持
し
た
鷹
場
役
職
を
解
体
し
て
、
新
た
な
軍
事
制
度
の
下
に
再
編
成
し
て
い
く
と
い
う
構
想
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
過
腺
と
維
持
組
織
（
安
田
）
鷹
場
の
終
焉
過
程
も
、
既
に
こ
の
時
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
具
体
的
に
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
の
は
、
慶
応
二
年
（
一
（６）
八
六
六
）
に
出
さ
れ
た
「
御
愛
革
見
込
書
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
中
の
第
十
六
ヶ
條
目
に
は
、
譜
組
与
力
に
つ
い
て
、
彼
ら
を
一
旦
遊
撃
隊
と
し
、
こ
の
中
か
ら
追
々
人
選
し
、
小
筒
組
役
に
命
ず
る
と
ある。第一遊撃隊には高三百俵の者千人、第一｜遊撃隊には
高一一百俵の者千人、第三遊撃隊には高百五十俵の者千人、
第
四
遊
撃
隊
に
は
高
百
俵
御
目
見
以
下
の
者
千
人
、
第
五
遊
撃
隊
に
は
高
五
十
俵
御
目
見
以
下
⑫
百
十
人
と
の
計
画
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
下
ヶ
札
に
は
具
体
的
に
旧
役
職
名
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
一
番
隊
と
し
て
鷹
匠
組
頭
・
鳥
見
組
頭
、
三
番
隊
と
し
て
鷹
匠
、
四
番
隊
と
し
て
鳥
見
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
（７）
た
「
御
達
案
」
に
よ
る
と
、
鷹
匠
組
頭
・
鳥
見
組
頭
・
鷹
匠
を
含
む
十
九
の
役
職
の
中
か
ら
「
奥
詰
銃
隊
御
編
成
相
成
候
に
付
於
講
武
所
手
銃
手
前
若
年
寄
見
分
致
し
候
一
と
、
講
武
所
に
お
い
て
若
年
寄
が
見
分
の
上
、
七
百
人
余
り
を
奥
詰
銃
隊
と
し
て
編
成
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
選
に
漏
れ
た
者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
ど
の
役
職
も
廃
止
の
上
、
海
軍
奉
行
並
支
配
勤
仕
並
を
命
じ
る
と
あ
（８）
る
。
そ
し
て
「
御
目
見
以
下
銃
隊
御
達
案
」
に
よ
る
と
、
鳥
見
を
含
む
十
一
の
役
職
か
ら
「
銃
隊
御
編
成
相
成
候
に
付
於
講
武
所
手
銃
手
前
陸
軍
役
々
致
見
分
候
」
と
、
同
じ
く
講
武
所
に
お
い
て
見
分
が
行
一一ハー
Hosei University Repository
わ
れ
、
御
目
見
以
下
の
役
職
か
ら
銃
隊
へ
編
成
す
る
案
が
た
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
の
軍
制
改
革
上
申
書
か
ら
出
発
し
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
入
っ
て
具
体
的
な
淘
汰
計
画
が
た
て
ら
れ
、
そ
の
十
二
月
、
鷹
場
役
職
の
淘
汰
が
実
施
さ
れ
る。ま
た
鷹
場
役
職
淘
汰
の
先
駆
け
と
思
え
る
の
が
、
文
久
三
年
（
’
八
六
三
）
正
月
の
役
替
え
で
あ
る
。
近
世
中
期
以
降
、
鷹
匠
頭
は
戸
田
・
内
山
両
家
の
世
襲
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
同
年
正
月
十
二
日
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
八
月
十
一
日
よ
り
養
父
内
山
善
三
郎
（
内
山
七
兵
衛
）
の
跡
を
う
け
て
鷹
匠
頭
を
勤
め
て
き
た
伊
三
郎
（
内
山
七
兵
衛
）
が
留
守
居
番
へ
転
任
。
同
十
六
日
に
は
、
そ
の
跡
継
ぎ
と
し
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
四
月
二
十
二
日
よ
り
見
習
い
を
勤
め
て
き
た
善
三
郎
も
、
両
御
番
へ
転
任
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
後
鷹
場
制
度
廃
止
ま
で
、
鷹
匠
頭
は
戸
田
氏
の
み
の
専
任
と
（９）
な
っ
た
の
で
あ
る
。
安
政
江
戸
地
震
の
疲
弊
を
理
由
に
、
安
政
期
以
降
、
鷹
場
役
人
の
御
捉
飼
場
へ
の
派
遣
は
減
少
し
、
文
久
二
年
二
八
六
二
）
十
一
月
に
は
、
御
鷹
の
鳥
の
下
賜
取
り
止
め
が
公
布
さ
れ
る
。
そ
し
て
将
軍
御
成
も
、
翌
三
年
（
一
八
六
三
）
正
月
十
八
日
の
千
住
筋
御
成
が
最
後
と
な
っ
た
。
鷹
場
制
度
は
廃
止
に
向
け
て
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
文
久
三
年
正
月
、
鷹
匠
頭
法
政
史
学
第
五
十
号
（
２
）
鷹
場
差
し
止
め
令
以
後
鷹
場
終
焉
の
一
連
の
過
程
は
表
１
に
示
し
た
が
、
以
下
、
順
を
追
っ
て
見
て
い
く
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
鷹
場
差
し
止
め
の
最
初
の
触
書
が
出
さ
れ
た
の
は
、
慶
応
二
年
（
’
八
六
六
）
十
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
時
差
し
止
め
が
公
布
さ
れ
た
地
域
を
地
図
（
図
１
）
で
見
て
み
る
と
、
安
政
六
年
二
八
五
九
）
六
月
の
開
港
以
降
、
治
安
上
の
重
要
拠
点
と
な
っ
た
横
浜
を
起
点
と
し
て
、
半
径
五
里
四
方
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
初
に
鷹
場
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
も
治
安
上
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
江
戸
か
ら
半
径
五
里
四
方
の
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
が
徐
々
に
そ
の
周
辺
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
鷹
場
の
差
し
止
め
は
中
心
を
横
浜
に
変
え
、
そ
れ
と
全
く
逆
の
作
業
を
行
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
ま
ず
横
浜
を
中
心
と
す
る
半
径
五
里
四
方
の
鷹
場
が
差
し
止
め
ら
れ
た
の
は
、
横
浜
周
辺
の
治
安
維
持
対
策
の
一
環
と
し
て
で
あ
り
、
神
奈
川
奉
行
を
中
心
と
が
減
員
さ
れ
た
こ
と
は
、
鷹
場
制
度
廃
止
の
前
段
階
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
て
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
二
月
、
鷹
場
役
職
は
、
同
様に改革の最後まで淘汰を免れていた番方、徒組、使番、
（、）
進
物
番
、
馬
預
、
馬
方
な
ど
の
役
職
と
辻
〈
に
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る。
一一ハ一一
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表１鷹場終焉過程
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
過
程
と
維
持
組
織
（
安
田
）
註番号は『幕末御触書集成」の史料番号。史料とあるのは村上直・根崎光男『鳳場史料の読み
方・調べ方』所収の史料のこと。他は『藤岡屋日記』・『続徳川実紀止『柳営補任」・「川島家文
書」・『南紀徳川史』・「鈴木英男家文書３」による。詳しくは末尾註を参照。
し
た
一
元
的
支
配
形
態
を
形
成
し
て
い
く
た
め
（、）
の準備と考壹えることができよう。
こ
う
し
た
中
で
最
後
ま
で
淘
汰
を
免
れ
て
い
た
鷹
場
役
職
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
慶
応
二
年
（’八六六）十二月一一十七日、廃止され
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
鳥
見
が
管
理
を
担
当
し
て
い
た
御
拳
場
と
、
そ
の
管
理
の
た
め
に
鳥
見
が
在
宅
し
て
い
た
七
ヶ
所
の
役
宅
は
、
追
っ
て
達
し
が
あ
る
ま
で
代
官
が
引
き
受
け
て
取
り
締
（皿）
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
同
日
、
千
駄
木
御
用
部
屋
そ
の
他
す
べ
て
、
こ
れ
ま
で
鷹
匠
頭
戸
田
吾
助
預
か
り
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
作
事
奉
行
堀
下
野
守
利
（旧）
孟へ預け》りれることになった。こうして
一
旦
作
事
奉
行
に
預
け
ら
れ
た
御
用
部
屋
で
あったが、翌慶応三年（一八六七）一一月
に
は
改
め
て
二
人
の
大
名
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
史
料
は
、
そ
の
引
き
渡
し
の
届
である。
（Ｍ）
［史料１の１］
卯
ノ
ー
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七
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松
平
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頭
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届
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橘樹郡・久良岐郡・都筑部・鎌倉郡の御拳場・御鷹餌飼場差し止め２０４３
鳥見廃止により御拳場・七ヶ所役宅当分代官取り締まり２０４４
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雑司ヶ谷御用WIl屋地所・家作等作事奉行より松平大学頭へ預け藤岡
干駄木御鷹仕込場上地・家作等作事奉行より松平甲斐守へ預け藤岡
百姓家物置などの屋根葺替以後願出不要鈴木
｢関八州」村刀威鉄砲、大EI付への証文簡略化４７０１
尾帳鷹場三ljlIi展延払い後も諸I､途等当分取扱吟味役へ鈴木
|jU来村々御拳場・御鷹捉飼場「薗分御}|]無之」 ２０４５
公儀臓場烏リル盛免（条件付き)、iili｣さ・雛札史料
餌烏請負人錐免・村万蝋札回収し焼き捨てのこと２０４６
A已脹魚島共ｌｉｉ刀差免（条件付き)、迎上・鑑札鈴木
屋Ｉ優脳場、家Ｉ'１２その他諸IiilJ前々の辿りliijilllのこと鈴木
御三家諸大名１１i(X場の高反別取調鈴木
尾；腱鷹場の餌差より猟刀継続願か出される１１１島
御府内近郊での鉄砲打鳥殺生禁止の徹底４７０２
御三家鷹場「常分御用無之」２０４７
｢関八ﾉﾄ|」村方威鉄砲、公事方井在方勘定奉行並へ届出４７０３
享保度高札撤去・代わりに「当分御用無之」・「鶴、白鳥之外の
烏猟差免候」の高札掲示２０４９
束京近郊御臘場地上返上南紀
御三家御三卿鷹場・御拳場・御捉飼場にて高外地の場所取調鈴木
村預の鷹場関係鑑札差し出しの事鈴木
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Ｌ－．－－へ 法政
史
学
第
五
十
号
の武 蔵
口
上
覚
雑
司
ヶ
谷
御
鷹
部
屋
上
地
、
私
江
当
分
御
預
之
旨
、
御
作
事
江i/'二i/塗
僑樹郡；都筑郡
ペソ時－
六郷郡橘
戸
横浜港
相模 久
良
岐
郡
湾
鎌倉郡 ／￣
Ｎｉ菫，郡
浦
賀
水
道
奉
行
堀
下
野
守
ら
家
来
之
者
江
御
達
有
之
、
今
日
、
右
地
所
七
千
八
百
五
拾
八
坪
余
、
右
地
所
之
内
、
御
座
所
詰
詰
所
向
壱
棟
・
御
鷹
部
屋
八
棟
・
鳥
部
屋
・
物
置
等
四棟、弁組屋敷内御犬役所□棟・御
犬
部
屋
四
ヶ
所
引
渡
相
渡
申
侯
、
依
之
御
届申達候、以上。
二
月
十
七
日
松
平
大
□
□
～、、ｊｊＨｊ［史料１の２］
同
日
郡
山
御
届
一千駄木御鷹部屋上ゲ地・家作共、
当
分
甲
斐
守
江
御
預
被
仰
付
候
旨
、
去
ル
八
日
、
於
御
普
請
方
御
役
所
、
堀
下
野
守
鯰繊Ⅶ柵鴎叶議》露洲
御届申上候、以上。松平
甲
斐
守
内
二
月
十
九
日
吉
田
良
之
進
こ
れ
ら
に
よ
る
と
ま
ず
二
月
十
七
日
、
雑
司
ヶ
谷
御
用
部
屋
の
地
所
七
千
八
百
五
十
八
坪
図
余
と
、
そ
の
地
所
内
の
御
座
所
詰
詰
所
向
壱
棟
・
御
鷹
部
屋
八
棟
・
鳥
部
屋
・
物
置
な
ど
四
ヱ
ノ、
四
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棟
、
そ
し
て
組
屋
敷
内
の
御
犬
役
所
・
御
犬
部
屋
四
ヶ
所
が
作
事
奉
行
か
ら
松
平
大
学
頭
に
預
け
ら
れ
た
。
松
平
大
学
頭
と
は
水
戸
家
支
流
の
磐
城
国
守
山
藩
主
、
松
平
頼
升
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
十
八
日
に
は
、
千
駄
木
御
鷹
部
屋
の
地
所
、
こ
れ
は
広
さ
に
し
て
五
千
（旧）
五
百
七
十
八
坪
余
り
で
あ
る
が
、
そ
の
地
所
内
に
建
て
壱
わ
れ
た
家
作
と
共
に
、
こ
れ
が
作
事
奉
行
か
ら
大
和
国
郡
山
藩
主
松
平
甲
斐
守
保
申
に
預
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
慶
応
二
年
（
’
八
六
六
）
十
月
の
触
書
で
は
、
四
郡
の
み
の
鷹
塲
差
し
止
め
し
か
公
布
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鷹
場
役
職
は
廃
止
さ
れ
、
御
鷹
御
用
部
屋
の
処
分
も
済
み
、
実
質
的
に
は
、
既
に
関
東
に
お
け
る
す
べ
て
の
鷹
場
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
決
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
翌
三
年
（
一
八
六
七
）
四
月
二
十
七
日
、
「
関
東
村
々
御
拳
（旧）
場
、
御
鷹
捉
飼
場
仕
へ
当
分
御
用
無
之
候
」
と
、
関
東
全
域
の
御
拳
場
・
御
捉
飼
場
に
対
し
て
、
改
め
て
鷹
場
差
し
止
め
が
公
布
さ
れ
た
。
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
以
来
、
元
禄
期
の
一
時
的
廃
止
を
除
い
て
、
長
い
間
江
戸
周
辺
地
域
に
広
く
設
定
さ
れ
て
き
た
鷹
場
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
「
当
分
御
用
無
之
」
と
し
て
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
同
年
六
月
四
日
、
「
村
々
鳥
猟
差
免
改
而
鑑
札
（Ⅳ）
相
渡
候
」
と
、
新
規
に
鳥
猟
を
行
い
た
い
者
は
、
運
上
金
を
納
め
て
鑑
札
を
受
け
れ
ば
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
時
、
近世鷹場制度の終焉過程と維持組織（安田）
無
条
件
に
鳥
猟
が
許
可
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
条
件
が
付
さ
れ
て
い
た
。
①
鶴
・
白
鳥
の
殺
生
は
、
従
来
通
り
禁
止
。
②
武
家
方
と
い
え
ど
も
、
放
鷹
・
飛
道
具
で
の
殺
生
は
禁
止
。
③
鳥
猟
の
鳥
類
は
す
べ
て
日
本
橋
水
鳥
改
所
へ
送
り
、
同
改
所
の
議
定
の
通
り
に
取
り
計
ら
う
こ
と
。
水
鳥
は
羽
印
を
受
け
た
後
に
売
買
す
る
こ
と
。
④
御
留
川
・
以
前
か
ら
禁
断
の
場
所
で
の
鳥
猟
は
禁
止
。
⑤
毎
年
三
月
、
前
年
の
鳥
猟
の
羽
数
を
報
告
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
も
儀
礼
上
の
特
別
な
鳥
で
あ
っ
た
鶴
や
白
鳥
を
捕
る
権
利
、
放
鷹
権
、
鉄
砲
に
よ
る
狩
猟
権
は
、
な
お
幕
府
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
殺
生
禁
断
の
場
所
も
残
さ
れ
、
捕
獲
し
た
鳥
に
つ
い
て
も
幕
府
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鳥
猟
解
禁
に
関
し
て
は
、
尾
張
家
鷹
場
で
も
慶
応
三
年
二
八
六
（肥）
七
）
八
月
、
先
の
幕
府
法
令
を
踏
ま
》
え
、
さ
ら
に
尾
張
家
鷹
場
に
お
け
る
具
体
的
な
内
容
を
含
ん
だ
触
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
猟
場
の
指
定
な
ど
の
条
件
を
つ
け
た
上
で
、
運
上
と
引
き
替
え
に
鑑
札
を
発
行
し
、
魚
鳥
猟
を
許
可
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
条
件
付
き
解
禁
令
を
完
全
な
解
錘
工
面
と
解
釈
し
て
、
禁
を
犯
す
者
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
同
年
十
月
十
四
日
、
改
め
て
鶴
・
白
鳥
（旧）
猟
、
鉄
砲
猟
の
厳
禁
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
鳥
猟
の
条
件
つ
き
解
禁
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
鷹
場
に
お
い
て
鳥
猟
が
行
え
る
の
は
、
鑑
札
を
受
け
て
鷹
の
餌
と
な
ニ
ノ、
五
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る鳥を捕ることを許された、御鷹餌鳥請負人とか御一展餌差
な
ど
と
呼
ば
れ
る
者
た
ち
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
十
月
に
御
用
餌
差
が
廃
止
さ
れ
て
以
降
、
鑑
札
を
受
け
て
こ
の
御
用
を
勤
め
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
廃
止
が
決
定
し
、
焼
印
札
も
回
収
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
慶
応
三
年
八
月
五
日
、
村
に
預
け
ら
（別）
れ
た
判
鑑
の
回
収
、
焼
き
捨
て
が
命
じ
一
わ
れ
た
。
し
か
し
鷹
場
で
の
御
用
が
無
く
な
り
、
ま
た
新
た
に
鳥
猟
差
免
の
鑑
札
が
発
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
鳥
猟
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
て
き
た
餌
鳥
請
負
人
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
従
来
通
り
、
自
分
た
ち
に
鳥
猟
を
許
可
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
る
動
き
も
あ
っ
た
。
（Ⅲ）
［史料２］
乍恐以書附奉願上候、
｜
御
一
屋
餌
差
右
之
者
共
一
同
奉
申
上
候
、
私
共
年
来
御
鷹
場
餌
鳥
御
用
被
仰
付
、
是
迄
無
滞
相
勤
来
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
所
今
般
御
鷹
被
遊
御
廃
候
付
当
御
鷹
場
内
魚
鳥
共
猟
方
望
之
も
の
有
之
候
ハ
、
御
運
上
入
札
二
仕
可
奉
申
上
候
旨
御
触
出
し
之
趣
奉
承
知
候
、
右
ハ
御
法
替
無
是
非
奉
存
候
へ
共
、
私
共
年
来
御
役
義
奉
蒙
居
、
今
更
余
人
江
被
仰
付
候
而
ハ
｜
同
当
惑
至
極
二
奉
存
候
間
、
何
卒
今
般
御
触
之
趣
深
相
弁
、
左
之
通
り
御
冥
加
金
奉
上
納
候
問
、
猟
方
是
迄
之
通
り
一
同
江
被
仰
付
被
成
下
置
候
様
奉
歎
願
候
法
政
史
学
第
五
十
号
一
金
百
両
鳫
猟
一
金
五
十
両
雄
子
猟
一
金
三
十
両
は
とすご
め
〆
金
百
八
十
両
右
之
通
奉
上
納
御
役
義
是
迄
之
通
り
被
成
下
置
候
ハ
、
、
以
（厚誼）
御
公
儀
を
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
段
只
管
御
歎
願
奉
申
上
候
、
以
上
慶
応
三
卯
十
月
御
鷹
場
内惣連
印
御
吟
味
御
役
人
衆
中
様
こ
れ
は
尾
張
家
鷹
場
の
餌
鳥
請
負
人
た
ち
が
、
従
来
通
り
の
鳥
猟
許
可
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
長
年
鳥
猟
で
生
計
を
た
て
て
き
た
者
た
ち
に
と
っ
て
、
鷹
場
の
差
し
止
め
は
一
大
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
願
い
の
差
し
出
し
先
が
、
鷹
場
差
し
止
め
後
に
も
関
わ
ら
ず
従
来
通
り
の
吟
味
役
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
に
先
だ
つ
四
月
七
日
、
鷹
場
三
陣
家
建
払
後
も
「
当
分
於
御
案
内
方
御
預
村
々
是
迄
（〃）
通
取
扱
吟
味
役
江
相
達
候
」
と
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
御
鷹
場
御
預
御
案
内
と
し
て
働
い
て
い
た
榎
戸
源
蔵
は
、
鷹
場
に
関
す
る
件
で
は
、
明
治
三
年
二
八
七
○
）
時
点
で
も
「
御
鷹
場
御
預
御
’一ハーハ
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（幻）
案内」という一肩書きを使っている。
家
作
制
限
に
関
し
て
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
三
月
、
代
官
役
所
か
ら
「
御
普
請
方
掛
場
村
々
百
姓
家
物
置
等
屋
根
葺
替
之
義
是
迄
願
之
上
修
覆
い
た
し
候
処
追
而
御
鷹
場
御
飼
付
御用御達有之候迄者葺替一一限願出候二不及候其余之義者是
（別）
迄
通
相
心
得
」
と
、
以
後
、
屋
根
葺
替
に
関
し
て
届
け
山
山
る
必
要
が
な
い
旨
の
触
書
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
尾
張
家
か
ら
は
八
月
八
日
、
「
御
場
内
御
仕
法
替
被
仰
出
候
共
諸
願
達
向
者
前
々
之
通
急
度
可
為
差
出
旨
厳
敷
被
仰
付
候
処
心
取
違
之
村
方
も
有
（お）
之
哉
家
作
其
外
不
願
出
向
４
℃
有
之
哉
二
相
間
不
埒
」
で
あ
る
と
、
家
作
そ
の
他
の
諸
願
に
つ
い
て
の
届
け
出
を
厳
命
し
て
い
る
。
三
月
の
代
官
役
所
の
触
書
で
は
、
屋
根
葺
替
に
関
し
て
は
届
出
不
要
と
し
て
い
る
の
に
、
尾
張
家
鷹
場
で
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
、
尾
張
家
は
幕
府
と
は
別
に
独
自
の
よ
り
厳
し
い
家
作
制
限
を
加
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
点
で
は
関
東
の
御
拳
場
と
御
捉
飼
場
に
差
し
止
め
が
公
布
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
尾
張
家
鷹
場
に
お
い
て
も
、
以
上
見
た
よ
う
に
、
既
に
鷹
場
差
し
止
め
に
伴
っ
て
の
動
き
が
見
ら
れ
、
尾
張
家
鷹
場
に
お
い
て
も
鷹
場
廃
止
と
の
認
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
御
三
家
鷹
場
に
つ
い
て
差
し
止
（加）
めが公布されたのは、慶応一二年十月のことであった。
近世鷹場制度の終焉過程と維持組織（安田）
また御三家鷹場については、慶応一一一年八月に次のような
取
調
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（”）
［史料３］
其
村
々
御
三
家
方
井
諸
大
名
鷹
場
有
之
分
者
壱
村
不
残
鷹
場
欺
又
者
何
程
之
場
所
鷹
場
相
成
居
候
哉
高
反
別
等
巨
細
取
調
来
ル
九
月
四
日
迄
無
相
違
書
付
可
差
出
候
（
中
略
）
卯
八
月
晦
日
出
松
本
忠
四
郎役所
九
月
二
日
夜
着
村
々
に
対
し
て
、
御
三
家
・
諸
大
名
鷹
場
の
有
無
と
、
そ
の
高
反
別
な
ど
の
調
査
報
告
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
回
の
鷹
場
差
し
止
め
に
伴
っ
て
、
御
三
家
・
諸
大
名
に
貸
与
し
て
あ
る
鷹
場
を
返
上
さ
せ
る
た
め
の
準
備
調
査
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
倒
幕
に
よ
る
時
間
的
制
約
の
た
め
か
、
江
戸
幕
府
に
対
す
る
鷹
場
返
上
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
次
に
鷹
場
差
し
止
め
が
鉄
砲
規
制
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
回
目
の
鷹
場
差
し
止
め
令
の
翌
年
、
慶
応
一一一年三月二十四日、次のような触書が出されている。
（配）
［史料４］慶応三卯年一一一月廿四日
関
八
州
之
内
一
一
領
分
、
知
行
有
之
面
々
、
猪
、
鹿
為
威
、
百
姓
一
六
七
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共
江
四
季
打
又
ハ
ニ
季
打
鉄
砲
年
々
貸
渡
候
儀
ハ
、
其
都
度
々
々
掛
り
大
目
付
江
証
文
差
出
、
打
止
取
上
候
節
ハ
、
猶
又
取
上
書
付
井
畜
類
打
留
有
無
書
付
等
差
出
来
候
処
、
以
来
ハ
新
規
貸
渡
候
節
而
已
、
掛
り
大
目
付
江
承
合
候
上
証
文
差
出
、
年
々
貸
渡
井
取
上
候
節
共
、
相
替
儀
無
之
候
ハ
マ
別
段
不
及
届、畜類打留有無之儀ハ、領主、地頭一一而承置、相替
儀
有
之
節
ハ
、
是
迄
之
通
相
届
候
様
可
被
致
候
（
後
略
）
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
は
、
①
貸
し
渡
し
の
都
度
、
証
文
②
打
ち
留
め
、
取
り
上
げ
の
節
に
「
取
上
書
付
」
・
「
畜
類
打
留
有
無
書
付
」
な
ど
を
、
掛
り
大
目
付
へ
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
証
文
に
つ
い
て
は
、
以
後
は
内
容
に
変
更
が
な
い
限
り
、
新
規
貸
し
出
し
時
に
の
み
差
し
出
す
だ
け
で
よ
く
な
っ
た
の
で
あ
る。ま
た
、
「
畜
類
打
留
有
無
」
に
つ
い
て
は
、
領
主
・
地
頭
が
聞
き
置
く
よ
う
に
す
れ
ば
よ
く
な
り
、
内
容
に
変
更
が
あ
る
時
だ
け
、
従
来
通
り
の
届
け
出
を
行
え
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
取
り
上
げ
の
際
の
書
付
も
同
様
に
、
内
容
に
変
更
が
あ
る
時
だ
け
で
よ
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
鉄
砲
貸
し
出
し
に
お
け
る
手
続
き
が
ず
い
ぶ
ん
緩和されたのである。
な
お
威
鉄
砲
の
届
け
出
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
一
月
十
五
日
、
再
度
変
化
し
て
い
る
。
法
政
史
学
第
五
十
号
一六八
（羽）
［史料５］
慶
応
三
卯
年
十
一
月
覚
関
八
州
お
い
て
領
分
、
知
行
所
へ
威
鉄
砲
等
貸
渡
候
節
は
、
其
場
所
に
応
じ
、
先
公
事
方
井
在
方
掛
御
勘
定
奉
行
並
之
内
へ
申
立
候
様
可
被
致
候
、
尤
、
御
勘
定
奉
行
並
木
村
飛
騨
守
支
配
国
万
石
以
下
知
行
所
之
分
、
御
料
所
同
様
取
計
候
儀
に
付
、
村
々
よ
り
直
に
同
人
方
へ
為
申
出
候
儀
と
可
被
心
得
候
（
後
略
）
つ
ま
り
威
鉄
砲
の
貸
し
出
し
に
際
し
て
は
、
ま
ず
公
事
方
並
び
に
在
方
掛
勘
定
奉
行
並
に
対
し
て
届
け
出
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
木
村
飛
騨
守
支
配
国
の
中
で
万
石
以
下
の
知
行
所
に
つ
い
て
は
、
御
料
所
同
様
に
村
々
か
ら
直
接
に
木
村
飛
騨
守
方
へ
届
け
出
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
木
村
飛
騨
守
勝
教
は
慶
応
元
年
（
’
八
六
五
）
十
二
月
以
来
、
上
州
岩
鼻
陣
屋
に
お
い
て
、
関
東
郡
代
と
し
て
上
野
国
及
び
武
蔵
国
の
（卯）
う
ち
六
郡
を
支
配
し
、
そ
こ
で
の
公
事
出
入
を
取
り
捌
き
、
万
石
以
下
知
行
取
の
分
、
取
箇
筋
、
百
姓
家
相
続
な
ど
の
他
は
、
一
般
御
料
所
に
準
じ
て
取
扱
を
行
っ
て
き
た
。
た
だ
し
関
東
郡
代
の
役
名
は
慶
応三年一一月五日に廃止され、木村は同年一月一一六日以降、
「
在
方
掛
勘
定
奉
行
並
」
と
し
て
同
役
を
勤
め
て
い
る
。
そ
し
て
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
十
一
一
日
に
は
、
以
上
の
支
配
に
加
え
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て
、
下
野
国
、
武
蔵
国
の
う
ち
四
郡
、
埼
玉
郡
の
う
ち
行
田
町
・
町
場
村
・
加
須
町
取
締
組
合
村
々
も
支
配
の
う
ち
に
加
え
ら
れ
、
新
た
に
町
場
村
に
陣
屋
を
建
て
て
、
そ
こ
に
在
陣
す
る
こ
と
が
関
連
村
々
（別）
に
公
布
さ
れ
た
。
そ
こ
でこれを機に、万石以下の知行所の威
鉄
砲
に
つ
い
て
御
料
所
同
様
に
す
る
こ
と
で
、
万
石
以
下
知
行
取
り
の
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
共
に
、
事
務
の
簡
素
化
を
は
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
末
の
鷹
場
差
し
止
め
及
び
支
配
の
変
化
が
、
村
方
の
鉄
砲
規
制
の
上
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
のである。
ま
た
高
札
に
関
し
て
、
慶
応
三
年
十
一
月
、
次
の
よ
う
な
触
書
が
出されている。
（兜）
［史料６］
慶
応
三
卯
年
十
一
月
廿
三
日
（一）
在
々
一
而
、
若
鉄
砲
打
候
も
の
有
之
候
ハ
マ
申
出
く
し
、
井
御
留
場
之
内
―
―
て
鳥
を
取
申
も
の
捕
候
歎
、
見
出
し
候
ハ
ミ
早
々
可
申
出
旨
之
高
札
、
井
鷹
番
之
儀
自
今
相
止
申
候
、
然
ル
上
へ
村
中
の
も
の
、
弥
々
常
々
無
油
断
心
を
つ
け
、
う
た
が
ハ
し
き
も
の
有
之
（
、
急
度
可
相
改
之
、
若
此
以
後
鳥
を
取
候
もの有之時、不相改候ハマ、其村之名主ハいふ一一およ
（
ず
、
村
中
之
者
共
迄
越
度
た
ル
ベ
き
旨
之
高
札
共
、
享
保
年
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
過
程
と
維
持
組
織
（
安
田
）
中村々江相渡置候処、先般御拳場、御鷹捉飼場とも、
当
分
御
用
無
之
旨
被
仰
出
、
鶴
、
白
鳥
之
外
鳥
猟
差
免
候
一
一
付
、
享
保
度
之
高
札
被
除
候
跡
江
、
掛
け
置
候
様
可
被
致
候
（後略）
こ
れ
に
よ
る
と
鉄
砲
禁
止
・
鳥
猟
禁
止
・
鷹
番
廃
止
後
の
監
視
な
ど
を
公
布
し
た
、
享
保
期
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
、
代
わ
り
に
先
に
公
布
さ
れ
た
、
「
御
拳
場
、
御
鷹
捉
飼
場
と
も
、
当
分
御
用
無
之
」
と、「鶴、白鳥之外鳥猟差免候」という内容の高札が掲げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
文久三年（一八六一一一）の鷹匠頭、内山氏の転任によっ
て
、
既
に
そ
の
準
備
段
階
に
入
っ
て
い
た
と
い
え
る
鷹
場
の
終
焉
で
あるが、慶応二年（一八六六）十月に、まず関東の四郡に
つ
い
て
「
当
分
御
用
無
之
」
と
鷹
場
差
し
止
め
が
公
布
さ
れ
る
こ
と
で
、
実
質
的
な
終
焉
過
程
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
鷹
場
役
人
の
淘
汰
、
御
鷹
部
屋
な
ど
の
敷
地
の
処
分
、
家
作
・
鉄
砲
に
関
す
る
規
制
緩
和
、
鳥
猟
の
条
件
つ
き
解
禁
に
伴
う
新
た
な
鑑
札
制
度
、
旧鑑札の処分などが行われた。鷹場差し止めについては、
慶
応
三
年
二
八
六
七
）
四
月
に
関
東
村
々
全
域
の
御
拳
場
・
御
捉
飼
場
、
十
月
に
は
御
三
家
鷹
場
に
つ
い
て
も
差
し
止
め
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
慶
応
三
年
八
月
に
は
、
御
三
家
・
諸
大
名
鷹
場
の
有
無
と
高
反
別
の
取
調
が
行
わ
れ
、
鷹
場
返
上
の
準
備
が
な
さ
一
六
九
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れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
享
保
期
の
高
札
撤
去
と
、
新
た
な
高
札
掲
示
が
行
わ
れ
た
。
徳
川
幕
府
に
お
け
る
鷹
場
の
終
焉
過
程
は
、
以
上
を
も
っ
て
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
に
は
、
鷹
場
廃
止
に
伴
う
は
ず
の
鷹
場
返
上
と
い
う
項
目
が
欠
落
し
て
い
る
。
し
か
し
前
述
の
ご
と
く
、
八
月
の
調
査
は
そ
の
準
備
と
思
わ
れ
、
鷹
場
返
上
は
鷹
場
廃
止
に
伴
う
一
連
の
計
画
上
に
の
ぼ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鷹
場
返
上
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
江
戸
幕
府
が
倒
幕
と
い
う
不
測
の
事
態
に
陥
っ
た
た
め
、
時
間
不
足
で
成
し
得
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
鷹
場
返
上
は
、
江
戸
幕
府
に
代
わ
っ
て
明
治
政
府
が
実
行
に
移
し
て
い
る
。
次
の
史
料
は
、
『
南
紀
徳
川
史
』
の
鷹
場
差
し
止
め
及
び
返
上
に
関
す
る
記
述
で
あ
る。
（羽）
［史料７］
｜明治二已年十一月東京近在御鷹場楴示杭取佛地返上
左
之
通
被
仰
出
和
歌
山
藩
兼
て
繪
圖
面
相
添
申
立
有
之
候
東
京
近
在
鷹
場
之
儀
梼
示
杭
等
早
々
取
排
地
所
返
上
之
儀
可
相
届
候
事
已
十
一
月
民
部
省
右
租
税
掛
り
桑
山
圭
助
よ
り
相
渡
法
政
史
学
第
五
十
号
按
に
是
よ
り
先
き
慶
應
三
卯
年
十
月
廿
八
日
幕
府
よ
り
左
之
通
御
同
家
稲
葉
美
濃
守
よ
り
左
之
書
付
被
渡
尾
水
御
両
家
へ
も
同
様
に
被
仰
出
た
り
然
れ
共
當
分
御
放
鷹
等
御
差
止
迄
に
て
御
場
還
納
は
な
か
り
し
な
ら
ん
閣
長
稲
葉
美
濃
守
よ
り
渡
紀
伊
殿
御
城
附
へ
関
東
村
々
御
拳
場
御
鷹
捉
飼
場
共
當
分
御
用
無
之
旨
先
達
而
被
仰
出
候
に
付
て
は
関
内
に
有
之
候
紀
伊
殿
御
鷹
場
之
儀
同
様
不
相
成
候
而
は
不
都
合
に
付
當
分
御
差
止
可
被
成
候
尤
御
場
所
鳥
猟
取
締
之
儀
は
支
配
御
代
官
に
て
相
心
得
候
筈
に
候
此
段
可
申
越
候
こ
れ
に
よ
る
と
、
旧
幕
府
へ
の
鷹
場
返
上
は
な
く
、
明
治
二
年
二
八
六
九
）
十
一
月
に
至
っ
て
つ
い
に
新
政
府
に
よ
り
鷹
場
返
上
の命が下ったということである。
明
治
政
府
は
、
こ
の
他
に
も
旧
幕
府
の
鷹
場
に
関
す
る
後
始
末
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
三
年
（
’
八
七
○
）
二
月
、
明
治
政
府
は
村
々
に
次
の
よ
う
な
取
調
を
命
じ
た
。
（狐）
［史料８］
旧幕中三家三卿之鷹場一一而高外空地之場所二付無共取
調
書
面
越
以
来
ル
十
一
日
迄
無
相
違
可
申
立
候
此
状
刻
付
順
達
’七○
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留
り
村
占
可
相
通
者
也
二
月
五
日
品
川
県
組々
御
用
取
扱
所
全
紙
之
通
り
御
布
告
二
付
写
を
以
御
達
し
申
上
候
就
而
者
三
家
三
卿
鷹
場
高
外
空
地
之
場
所
有
之
候
御
村
々
御
取
調
書
面
（
虫
損
）
被
成
来
ル
十
日
迄
二
無
相
違
御
遣
し
可
被
候
且
無
之
御
村
方
ハ
下
ヶ
札
ヲ
以
御
廻
し
可
被
成
候
且
又
御
拳
御
抱
飼
場
之
御
村方一一而（虫損）右様之箇所有之候ハハ同様十日迄一一
御申越可被成候（中略）
午
二
月
六
日
下
小
金
井
村
御
用
取
扱
所
旧
幕
府
時
代
に
御
拳
場
・
御
捉
飼
場
で
あ
っ
た
場
所
、
御
三
家
・
御
三
卿
の
鷹
場
で
あ
っ
た
場
所
で
、
高
外
空
地
の
場
所
の
有
無
を
取
り
調
べ
て
い
る
。
ま
た
同
年
九
月
に
は
、
「
其
村
々
御
預
有
之
候
御
（閲）
（一戸）
鷹
場
御
鑑
札
」
に
つ
い
て
、
御
鷹
場
御
預
御
案
内
の
榎
道
源
蔵
よ
り、餌差・鶴御用・その他諸鳥飼い主、水車主、油絞主、
そ
の
他
村
々
に
お
い
て
鷹
場
に
関
す
る
鑑
札
を
所
持
す
る
者
す
べ
て
に
対
し
て
、
鑑
札
の
回
収
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
旧
幕
府
時
代
に
残
さ
れ
た
鷹
場
終
焉
の
最
後
の
過
程
、
鷹
場
返
上
と
未
回
収
の
鑑
札
回
収
は
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
過
程
と
維
持
組
織
（
安
田
）
江
戸
幕
府
の
鷹
場
制
度
は
、
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
終
わ
り
の
時
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
幕
府
は
あ
く
ま
で
も
、
｜
時
的
な
廃
止
し
か
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
禄
期
に
鷹
場
は
一
時
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
享
保
期
に
は
再
編
・
強
化
さ
れ
て
復
活
し
て
い
る
。
幕
末
期
の
政
府
に
も
、
い
ず
れ
は
享
保
期
の
よ
う
に
鷹
場
制
度
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
鷹
場
の
廃
止
に
際
し
て
は
、
「
当
分
御
用
無
之
」
と
か
「
当
分
御
差
止
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
が
見
え
、
永
続
的
・
完
全
な
廃
止
を
考
慮
し
て
い
た
よ
う
に
は
受
け
取
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
家
作
制
限
も
残
さ
れ
、
鶴
や
白
鳥
の
禁
猟
、
鉄
砲
に
よ
る
鳥
猟
の
禁
止
、
放
鷹
の
禁
止
、
禁
猟
区
の
存
続
、
そ
し
て
鳥
猟
の
一
部
が
解
禁
さ
れ
た
と
は
い
え
、
新
た
な
鑑
札
制
度
が
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
つ
ま
り
鳥
の
保
護
政
策
は
存
続
し
、
狩
猟
権
・
放
鷹
権
も
あ
く
ま
で
幕
府
の
手
中
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
幕
府
は
や
む
な
く
鷹
場
を
「
差
止
」
に
は
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
は
再
開
・
再
編
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
新
た
な
軍
事
組
織
が
建
設
さ
れ
、
鷹
場
役
職
も
淘
汰
さ
れ
た
が
、
そ
の
人
員
が
ど
の
よ
う
な
形
で
新
軍
事
組
織
に
編
入
さ
れ
て
い
っ
た
二
鷹
場
の
終
焉
と
鷹
場
役
人
■■■■■■■■■■■■
七
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か
、
す
べ
て
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
指
揮
官
級
の
者
に
つ
い
て
は
『
柳
営
補
任
』
や
『
続
徳
川
実
紀
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
一
般
の
兵
卒
と
な
る
と
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
宮
崎
ふ
み
子
氏
が
、
文
久
二
年
二
八
六
二
）
六
月
の
上
申
書
及
び
慶
応
二
年
（
’
八
六
六
）
八
月
の
諸
局
淘
（沁）
汰
の
記
録
に
基
叡
つ
い
て
考
察
し
た
論
考
が
あ
る
。
し
か
し
番
方
な
ど
旧
軍
事
組
織
の
淘
汰
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
鷹
場
役
職
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
御
愛
革
見
込
書
」
・
「
御
達
案
」
「
御
目
見
以
下
銃
隊
御
達
案
」
に
、
鷹
場
役
人
の
新
軍
事
組
織
へ
の
編
入
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
実
際
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
僅
か
で
は
あ
る
が
、
鷹
場
差
し
止
め
以
後
の
史
料
か
ら
、
鷹
場
役
人
の
そ
の
後
の
経
過
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
慶
応
二
年
十
月
二
十
九
日
、
『
続
徳
川
実
紀
』
に
次
の
様
な
記
述
が
あ
る
。
（Ⅳ）
［史料９］
（前略）
御
鷹
匠
組
頭
御
材
木
石
奉
行
濱
御
殿
奉
行
小
石
川
御
薬
園
奉
行
駒
場
御
薬
園
奉
行
法
政
史
学
第
五
十
号
御
畳
奉
行
小
十
人
組
頭
御
鷹
匠
御
鳥
見
組
頭
（中略）
右
ハ
此
度
諸
向
銃
隊
御
編
制
相
成
候
二
付
て
ハ
。
右
之
内
よ
り
役
々
御
撰
挙
之
為
。
於
講
武
所
。
若
年
寄
。
陸
軍
奉
行
吟
味
致
し
候
筈
二
候
問
。
願
之
者
名
前
取
調
。
早
々
可
被
申
聞
候
事
。
（中略）
御
鳥
見
御
徒
組
頭
（中略）
右
ハ
此
度
諸
向
銃
隊
御
編
制
相
成
候
二
付
而
ハ
。
右
之
内
よ
り
役
々
御
選
挙
之
為
。
近
々
於
講
武
所
。
陸
軍
奉
行
並
其
外
吟
味
致し候筈ニ付。名所取調可被申聞候事。
こ
れ
に
よ
る
と
、
鷹
匠
組
頭
・
鷹
匠
・
鳥
見
組
頭
・
鳥
見
を
含
む
様
々
な
役
職
に
対
し
て
、
銃
隊
を
編
成
す
る
た
め
の
選
挙
を
行
う
か
ら
希
望
者
の
名
前
を
書
き
出
す
よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
対
象
と
さ
れ
て
い
る
役
職
は
、
前
述
し
た
「
御
達
案
」
及
び
「
御
目
見
以
下
銃
隊
御
達
案
」
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
選
挙
の
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
慶
応
二
年
十
一
一
月
一
一
十
八
日
に
銃
隊
と
し
て
二
百
七
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七
十
七
人
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
御
目
見
持
格
鳥
見
七
（犯）
人が〈己まれている。
ま
た
そ
の
前
日
の
二
十
七
日
、
次
の
こ
と
が
鷹
匠
頭
戸
田
五
肋
に
達せられている。
（羽）
［史料皿］
戸
田
五
助
江
御
鷹
匠
同
心四
十
壱
人
御
犬
牽
四
人
御
部
屋
番
四
人
撤兵申付、一一一十俵二人扶持より内之者、勤番並之
通、御足高・御足扶持被下之。
御
鷹
匠
同
心
見
習
拾
六
人
御
犬
牽
見
習
壱
人
撤兵勤方申付、何も勤候内、並之通御手当金被下、
御
鷹
匠
同
心
見
習
・
御
鷹
匠
犬
牽
見
習
ハ
差
免
候
。
十
二
月
廿
七
日
近世鷹場制度の終焉過程と維持組織（安田）
即
ち
鷹
匠
同
心
四
十
一
人
・
犬
牽
四
人
・
部
屋
番
四
人
が
撤
兵
に
、
鷹
匠
同
心
見
習
十
六
人
・
犬
牽
見
習
一
人
が
撤
兵
勤
方
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
撤兵は慶応二年九月二十日、もと御持小筒組から改称さ
れたものである。この時同時に、御持小筒組之頭は撤兵頭
（Ⅲ）
と
な
り
、
翌
年
十
月
二
十
四
日
に
は
撤
兵
奉
行
並
を
新
設
し
、
こ
れ
に
西
丸
留
守
居
格
陸
軍
所
修
行
人
教
授
方
頭
取
松
平
石
見
守
乗
原
が
任ぜ、われている。その下役としては撤兵頭・同並・撤兵指
図
役
頭
取
な
ど
が
あ
り
、
上
役
と
な
る
撤
兵
奉
行
の
設
置
は
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）
正
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
、
騎
兵
頭
次
席
開
成
所
頭
取
倉
橋
但
馬
守
育
之
助
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
（伽）
年四月には廃止されている。任務は大砲隊、火薬輸送車、
糧
秣
車
な
ど
の
守
護
に
あ
た
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
史
料
か
ら
、
鷹
場
役
職
淘
汰
に
あ
た
っ
て
、
関
係
役
人
の
大
半
が
撤
兵
及
び
銃
隊
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
数
的
にも部隊全体に影響力を持つものとは思われず、また旧役
職で培われた能力を生かすといった役割を求められたとも
考
え
ら
れ
な
い
。
他
の
淘
汰
さ
れ
た
役
職
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
新
た
な
軍
隊
を
建
設
し
、
そ
の
人
数
確
保
の
た
め
に
淘
汰
し
た
役
職
か
ら
家
禄
に
合
わ
せ
て
編
入
作
業
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
作
業
の
中
で
老
齢
・
病
弱
な
者
は
切
り
捨
七
＝
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て
ら
れ
、
壮
年
の
身
体
堅
固
な
者
が
新
た
な
職
場
を
確
保
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
新
軍
事
組
織
は
身
分
・
格
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
能
力
重
視
の
階
級
制
度
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
は
、
身
体
堅
固
で
勤
勉
で
能
力
の
あ
る
者
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
可
能
性
を
い
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
逆
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
家
格
な
ど
と
い
っ
た
本
人
の
能
力
と
は
全
く
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
職
を
確
保
し
て
き
た
者
に
と
っ
て
は
、
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
幕
府
の
中
間
支
配
機
構
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
組
合
村
に
つ
い
（妃）
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
上
部
維
持
組
織
た
る
鷹
場
役
職
に
対
し
て
、
下
部
維
持
組
織
と
い
え
る
鷹
場
組
合
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
鷹
場
組
合
は
、
本
来
上
か
ら
の
設
立
契
機
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
側
の
鷹
場
維
持
組
織
が
解
体
さ
れ
た
の
と
は
全
く
逆
の
運
命
を
た
ど
っ
て
い
る
。
幕
末
期
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
見
張
番
屋
体
制
や
農
兵
は
、
改
革
組
合
村
を
単
位
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
改
革
組
合
村
の
枠
組
み
に
は
、
鷹
場
組
合
な
ど
様
々
な
契
機
で
結
び
つ
い
た
組
合
村
の
枠
組
み
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
相
模
国
下
鶴
間
組
御
鷹
御
用
組
合
の
村
々
は
、
改
革
組
合
村
の
戸
三
鷹
場
の
終
焉
と
鷹
場
組
合
法
政
史
学
第
五
十
号
塚
・
深
谷
・
磯
部
の
各
組
に
、
ほ
ぼ
三
つ
に
分
割
さ
れ
て
組
織
さ
れ
（⑱）
て
い
る
（
表
２
）
。
甲
州
道
中
日
野
宿
へ
の
助
郷
組
合
村
々
は
、
改
（似）
革
組
合
村
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
幕
末
期
の
政
治
的
・
軍
事
的
緊
張
の
高
ま
り
の
中
で
、
鷹
場
触
次
役
を
通
じ
た
軍
事
的
な
（婚）
賦
課
も
な
さ
れ
て
い
る
。
鷹
場
組
合
を
初
め
と
す
る
組
合
村
は
、
幕
末
期
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
そ
の
存
在
意
義
を
高
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る。さ
ら
に
近
代
初
頭
の
「
大
区
小
区
制
」
は
、
幕
府
時
代
の
中
間
支
配
機
構
を
基
礎
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
前
述
の
下
鶴
間
組
も
、
三
つ
の
改
革
組
合
村
に
分
割
さ
れ
た
後
、
「
大
区
小
区
制
」
下
で
は
さ
ら
に
そ
の
枠
組
み
の
中
で
、
第
十
七
大
区
・
第
十
九
大
区
（㈹）
・第二十大区の一一一区に組織されている（表２）。組合村
は
、
近
代
初
頭
の
支
配
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
一方、鷹場触次役など組合村の惣代を勤めた豪農層は、
見
張
番
屋
体
制
下
、
ま
た
廃
止
後
も
治
安
維
持
の
中
心
的
役
割
を
担
（仰）
い
、
農
兵
を
指
揮
し
、
文
化
・
教
養
面
に
も
力
を
発
揮
し
た
。
そ
し
て
近
代
初
頭
の
「
大
区
小
区
制
」
下
で
、
戸
長
・
区
長
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
者
は
、
徐
々
に
そ
の
惣
代
的
性
格
を
払
拭
し
な
が
ら
、
や
が
て
下
級
官
僚
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
このように近世鷹場制度は一応の終焉を迎えたものの、
上
部
維
持
組
織
で
あ
る
鷹
場
役
職
の
解
体
と
は
裏
腹
に
、
下
部
維
持
一七四
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表
２
観
間
組
御
鷹
御
用
組
合
寄
場
大
区
小
区
現
在
寄
場
大
区
ハ
現
在
大
和
市
藤
沢
市
藤
沢
市
海
老
名
市
■
■
■
■
匡湘1（
国王lR1gIMF雇遡ｅ箪醜項HliWﾐ戦僖襄襲（倒田）
l-p胴
郡
村
寄
場
大
区
小
区
現
在
群
村
寄
場
大
区
小
区
現
在
田田間間
谷沢泉田和後川和田柳見鶴鶴
瀬宮和飯下長蓼上福草深下上
郡
倉座
鎌高
保谷谷橋内
谷岡園尾池分久大大川田郷沢河
深吉小寺望国杉上下早用本門中
郡
座
吉向
戸
塚
深
谷
1７1９2０1９
６７１２３２２４５６７８
横
浜
市
大
和
市
藤
沢
市
綾
瀬
市
大
和
市
相
模
原
市
綾
瀬
市
海
老
名
市
綾
瀬
市
藤
沢
市
海
老
名
市
内口郷田泉泉谷
河里家野原之新今今ヶ
上今社中河上中上下柏
高
座
郡
上
矢
部
矢
部
新
田
淵
野
辺
鵜
野
森
大島上九
沢
下
九
沢
当麻田名
上
溝
下
溝
新
戸
磯
部
新
田
宿
四
シ
谷
入谷
座間
磯
部
2０2０
９１３５６７８９
相
模
原
市
座
間
市
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以
上
、
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
期
に
視
点
を
お
き
、
そ
の
終
焉
過
程
と
維
持
組
織
の
そ
の
後
の
推
移
を
考
察
し
て
み
た
。
本
稿
の
論
旨
を
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
文
久
二
年
（
’
八
六
二
）
の
「
御
軍
制
御
改
革
之
儀
取
調
申
上
候
書
付
」
及
び
軍
制
改
革
の
上
意
に
よ
っ
て
、
徹
底
的
な
制
度
の
改
革
が
表
明
さ
れ
、
翌
三
年
に
は
、
鷹
匠
頭
の
内
山
氏
が
転
任
し
、
以
後
鷹
匠
頭
は
戸
田
氏
の
み
の
専
任
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
二
月
、
最
初
の
鷹
場
差
し
止
め
令
が
出
さ
れ
、
以
後
、
鷹
場
解
体
が
一
気
に
進
行
し
て
い
っ
た
。
鷹
塲
差
し
止
め
は
ま
ず
横
浜
周
辺
半
径
約
五
里
四
方
に
広
が
る
四
郡
、
次
に
関
東
全
域
の
御
拳
場
及
び
御
捉
飼
場
、
そ
し
て
御
三
家
鷹
場
に
そ
れ
ぞ
れ
公
布
さ
れ
た
。
ま
た
御
用
部
屋
そ
の
他
の
上
知
、
村
方
鉄
砲
規
制
、
家
作
制
限
の
緩
和
、
鷹
場
内
鳥
猟
の
新
鑑
札
制
度
発
足
、
御
鷹
餌
鳥
請
負
人
鑑
札
の
回
収
廃
棄
、
御
三
家
及
び
諸
大
名
鷹
場
の
有
無
と
高
反
別
取
調
、
鷹
場
に
関
す
る
享
保
期
高
札
の
撤
去
と
新
高
札
掲
示
、
と
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
一
連
の
鷹
場
終
焉
過
程
の
う
ち
、
幕
府
へ
の
鷹
場
返
上
は
、
時
間
的
制
約
の
た
め
か
行
わ
れ
な
組
織
で
あ
る
鷹
場
組
合
は
、
そ
の
形
を
変
え
な
が
ら
も
近
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
法
政
史
学
第
五
十
号
か
つ
た
。
そ
の
準
備
作
業
と
思
わ
れ
る
、
御
三
家
及
び
諸
大
名
鷹
場
の
有
無
と
高
反
別
取
調
は
実
施
さ
れ
た
が
、
鷹
場
返
上
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
新
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
村
方
に
残
さ
れ
た
鷹
場
に
関
す
る
諸
鑑
札
の
回
収
命
令
も
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
鷹
場
制
度
差
し
止
め
は
、
そ
の
維
持
組
織
に
も
新
た
な
道
を
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
役
職
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
役
人
た
ち
に
つ
い
て
、
御
目
見
持
格
鳥
見
七
人
が
銃
隊
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
、
鷹
匠
同
心
四
十
一
人
・
犬
牽
四
人
・
部
屋
番
四
人
が
撤
兵
に
、
鷹
匠
同
心
見
習
十
六
人
・
犬
牽
見
習
一
人
が
撤
兵
勤
方
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
確
か
な
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
時
期
に
解
体
さ
れ
た
他
の
組
織
同
様
、
壮
年
で
身
体
堅
固
な
者
が
新
た
に
建
設
さ
れ
た
軍
事
組
織
へ
包
摂
さ
れ
て
い
っ
たと思われる。
し
か
し
、
近
世
鷹
場
制
度
を
支
え
た
も
う
一
つ
の
維
持
組
織
で
あ
る
鷹
場
組
合
は
、
他
の
様
々
な
契
機
を
持
つ
組
合
村
と
同
様
、
そ
の
枠
組
み
が
改
革
組
合
村
の
枠
組
み
に
も
生
か
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
期
ま
す
ま
す
必
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
。
組
合
村
は
幕
末
期
に
重
要
な
役割を担い、さらに近代初頭の「大区小区制」へ継承される
な
ど
、
上
部
維
持
組
織
で
あ
る
鷹
場
役
職
の
解
体
と
は
裏
腹
に
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
の
中
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
’七六
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だ
が
一
方
で
、
鷹
場
の
廃
止
は
「
当
分
御
用
無
之
」
と
か
「
当
分
御
差
止
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
で
公
布
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
鳥
の
保
護
政
策
・
幕
府
に
よ
る
狩
猟
権
・
放
鷹
権
の
掌
握
も
相
変
わ
ら
ず
存
続
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
幕
府
は
倒
幕
に
よ
っ
て
実
現
不
可
能
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
鷹
場
を
再
開
・
再
編
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
幕
府
は
動
乱
の
幕
末
期
に
お
い
て
、
新
軍
事
組
織
を
創
設
し
、
鷹
場
制
度
を
始
め
と
す
る
旧
組
織
を
解
体
し
た
。
対
外
的
、
対
内
的
危
機
へ
の
対
処
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
中
で
江
戸
の
治
安
維
持
に
つ
い
て
は
、
幕
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
対
処
し
て
い
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。
註（
１
）
根
崎
光
男
「
寛
政
期
に
お
け
る
厩
場
制
度
の
展
開
過
程
」
（
『
法
政
史
論
』
五
）
、
大
石
学
「
享
保
期
に
お
け
る
鷹
場
制
度
の
再
編
・
強
化とその意義」（『史海』二一一一・二四合併号）・『享保改革の
地
域
政
策
』
・
「
近
世
後
期
～
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
の
地
域
編
成
ｌ
厩
場
・
「
領
」
制
度
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
近
世
の
地
域
編
成
と
国
家
」
一
九
～
六
五
頁
）
、
岩
田
浩
太
郎
「
関
東
郡
代
と
『
領
」
ｌ
江
戸
周
辺
の
地
域
編
成
の
特
質
ｌ
」
（
『
関
東
近
世
史
研究』’六）、大友一雄「厩をめぐる贈答儀礼の構造（「国
史
学
』
一
四
八
）
、
斉
藤
司
「
近
世
前
期
、
関
東
に
お
け
る
鷹
場
編
近世鷹場制度の終焉過程と維持組織（安田）
成」（『関東近世史研究』三二）・「近世前期における五畿内
近
国
の
鷹
場
編
成
」
（
『
近
世
の
地
域
編
成
と
国
家
』
八
九
～
二
六
頁
）
な
ど
。
他
に
村
上
直
・
根
崎
光
男
『
鷹
場
史
料
の
読
み
方
・
調
べ方』等がある。
（
２
）
筆
者
は
拙
稿
「
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
ｌ
幕
末
軍
制
改
革
お
よ
び
諸
改
革
の
中
で
ｌ
」
（
『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
」
三
九
）
の
中
で
、
近
世
鷹
場
制
度
廃
止
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
（
３
）
『
続
徳
川
実
紀
』
第
五
扁
、
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
三
巻
二
○
四
三
、
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
四
巻
（４）『陸軍歴史』巻二十、軍制改正、上（『海舟全集』’二九頁）
（
５
）
右
に
同
じ
。
一
三
六
頁
（
６
）
右
に
同
じ
。
一
四
九
～
’
五
二
頁
（
７
）
右
に
同
じ
。
一
五
三
～
一
五
四
頁
（
８
）
右
に
同
じ
。
一
五
四
～
一
五
五
頁
（
９
）
『
続
徳
川
実
紀
』
第
四
扁
、
『
柳
営
補
任
』
四
（
巻
之
十
六
）
（
皿
）
『
陸
軍
歴
史
」
巻
二
十
一
、
軍
制
改
正
、
中
（
『
海
舟
全
集
』
一
八
五～一八六頁）
（
、
）
註
（
２
）
拙
稿
。
（血）『幕末御触書集成』第一一一巻一一○四四、「慶応三年御用
留」（『小金井市誌編纂資料第十九編』鈴木英男家文書三）
（旧）．（Ｍ）．（旧）『藤岡屋日記』第十四巻
（
旧
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
三
巻
二
○
四
五
、
『
続
徳
川
実
紀
』
第
五
扁
（
Ⅳ
）
「
鳥
猟
証
文
之
事
」
（
村
上
直
・
根
崎
光
男
『
鷹
場
史
料
の
読
み
一七七
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方
・
調
べ
方
』
七
八
～
八
○
頁
）
（
旧
）
「
慶
応
三
年
御
用
留
」
（
『
小
金
井
市
誌
編
纂
資
料
第
十
九
編
』
鈴
木
英
男
家
文
書
三
）
（
旧
）
「
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
五
巻
四
七
○
二
、
『
続
徳
川
実
紀
』
第
五
扁
（
別
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
三
巻
二
○
四
六
、
『
続
徳
川
実
紀
」
第
五
扁
（
Ⅲ
）
「
川
島
清
家
支
配
一
」
（
『
国
分
寺
市
史
料
集
』
ご
（
肥
）
註
（
旧
）
に
同
じ
。
（
羽
）
「
明
治
三
年
御
用
留
」
（
『
小
金
井
市
誌
編
纂
資
料
第
十
九
編
』
鈴
木
英
男
家
文
書
三
）
（別）。（閲）註（旧）に同じ。
（
船
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
三
巻
二
○
四
七
、
「
続
徳
川
実
紀
』
第
五
扁
（
即
）
註
（
旧
）
に
同
じ
。
（
別
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
五
巻
四
七
○
｜
、
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
四
巻
（
別
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
五
巻
四
七
○
三
、
『
続
徳
川
実
紀
』
第
五
扁
（
釦
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
二
巻
一
八
○
○
幕
末
期
の
関
東
郡
代
制
に
つ
い
て
は
、
村
上
直
「
近
世
後
期
、
関
東幕領の支配体制」（『論集関東近世史の研究』一一一二六～三
五
一
頁
）
、
高
橋
実
ヨ
新
規
関
東
郡
代
」
制
の
成
立
と
展
開
」
（
『
論
集関東近世史の研究』三五一一～一一一六五頁）に詳しい。
法
政
史
学
第
五
十
号
（
趾
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
二
巻
一
八
○
九
（皿）『幕末御触書集成』第三巻一一○四九、「慶応三年御用留」
（
「
小
金
井
市
誌
編
纂
資
料
第
十
九
編
』
鈴
木
英
男
家
文
書
三
）
（
胡
）
『
南
紀
徳
川
史
』
第
十
七
冊
二
○
二
九
頁
、
’
九
九
○
復
刻
版）
（別）。（閲）註（羽）に同じ。
（
稲
）
宮
崎
ふ
み
子
「
幕
府
の
三
兵
士
官
学
校
設
立
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
（
『
幕
末
・
維
新
の
日
本
』
’
二
九
～
’
六
二
頁
）
（師）。（胡）『続徳川実紀』第五扁
（
胡
）
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
四
巻
（仙）註（師）。（胡）に同じ。
（
虹
）
『
柳
営
補
任
』
五
（
巻
之
餘
乾
）
（
妃
）
久
留
島
浩
「
長
州
戦
争
と
備
中
の
幕
領
１
－
幕
領
に
お
け
る
中
間
支
配
機
構
の
一
考
察
ｌ
」
（
『
史
学
雑
誌
」
九
○
‐
九
）
等
．
註
（
１
）
の
中
に
も
関
係
論
文
あ
り
。
（
蛆
）
拙
稿
「
近
世
中
期
以
降
の
鷹
場
組
合
に
つ
い
て
Ｉ
相
模
国
下
観
間
組
合
の
事
例
か
ら
ｌ
」
（
『
法
政
史
論
」
二
二
）
（
“
）
渡
邊
尚
志
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
村
と
地
域
」
（
『
歴
史
学
研
究』六一一一八増刊号）
（
妬
）
大
石
学
「
江
戸
周
辺
の
軍
事
施
設
干
駄
ヶ
谷
焔
硝
蔵
ｌ
近
代
首
都
圏
形
成
の
一
前
提
ｌ
」
・
「
近
世
後
期
～
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
の
地
域
編
成
１
１
鷹
場
・
「
領
」
制
度
を
中
心
に
Ｉ
」
（註（１）参照）
（
妬
）
甲
斐
・
越
後
・
備
中
の
直
轄
領
を
検
討
（
久
留
島
浩
「
直
轄
県
に
一七八
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本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
法
政
大
学
大
学
院
名
誉
教
授
村
上
直
先
生
、
同
教
授
安
岡
昭
男
先
生
に
御
指
導
、
御
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
に
お
け
る
組
合
村
ｌ
惣
代
庄
屋
制
に
つ
い
て
」
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
）
。
兵
庫
県
赤
穂
郡
を
検
討
（
奥
村
弘
弓
大
区
小
区
制
』
期
の
地
方
行
財
政
制
度
の
展
開
Ｉ
兵
庫
県
赤
穂
郡
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
『
日
本
史
研
究
」
二
五
八
）
・
（卿）豪農富沢忠右衛門は、国学、俳譜、剣術は天然理心流に
学
び
、
村
内
に
も
多
大
の
影
響
を
与
え
た
（
渡
邊
尚
志
「
幕
末
維
新
期における村と地域」『歴史学研究』六三八増刊号）。小野
路
村
寄
場
組
合
で
は
小
野
郷
学
を
設
立
し
、
村
の
教
化
に
機
能
し
た
が
、
後
の
学
校
創
設
の
土
台
と
な
っ
た
（
渡
辺
奨
「
村
の
明
治
維
新
」
「
日
本
村
落
史
講
座
５
』
政
治
史
Ⅱ
近
世
・
近
現
代
）
。
◆
、
、
２，〃
新」
（付記）
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
過
程
と
維
持
組
織
（
安
田
）
一七九
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